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公表前決算情報の外部への漏えいにつきまして 

 

 

株式会社エナリス（本社：東京都足立区 代表取締役社長：池田元英、以下「当社」）は、今

般、公表前の決算情報（第３四半期決算短信）が当社サーバー上から外部アクセスにより閲覧で

きる状態にあり、その情報が漏れたことが判明しましたので、お知らせいたします。 

当社は、本年 10 月８日に東証マザーズ市場に上場しており、上場にあたりまして開示情報の

重要性から情報の取扱いに関する運用方法を決めておりましたが、このような事態を招きました

ことを株主様はじめ関係者の皆様に大変なご心配およびご迷惑をおかけしましたことを深くお

詫び申し上げます。 

 

記 

 

１．経緯 

 平成 25年 11月 11日(月)午後３時 28分頃、外部の関係者より当社担当者宛に、インターネッ

トサイトにて、当日午後４時に東京証券取引所に公表予定である当社「平成 25年 12月期第３四

半期決算短信」のデータが閲覧できるとの掲示板サイトの書き込みがある旨の連絡がありました。 

同日午後３時 50分頃、システム担当者により、Webサーバーにあるファイルを削除いたしまし

たが、同日午前 11時 42分頃から同時刻まで外部アクセスが可能な環境に午後４時公表予定の決

算情報データが保存されていたことが判明し、調査を開始いたしました。 

結果、11月 11日(月)午後１時台１件、午後２時台 58件のアクセスがあることを確認いたしま

した。 

 

２．再発防止策 

 当社では、東京証券取引所の規則にもとづき、公表資料を公表予定時刻前に公開ディレクトリ

には保存しない運用をしておりましたが、今回その運用が行われておりませんでした。 

当社では、この度の事態を厳粛に受け止め、ウェブサイト等への掲載に関するシステム上のセ

キュリティ対策強化や、関係者の適時開示制度の理解向上に努め、再発防止の徹底を図る所存で

す。 

以上  


